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関 係 法 令

法 樟
法律第27号 所得税法の一部を改正する法律

32 . 3 . 31官報
法律第31号 国立学校設置法の－ffl.Iを改Eする法律

32 . 3 . 31g報

報 第11 号

法律第63号 結核予防法の一部を改正する法律
32 . 4.1 5官報 ｜ 富

法律;;fH4号 国家公務員等退職手当暫定措置法等 の一部 l 山

を改正する 法律 32 . 4 .20官報 l 大
法律第 1 17号 国立及公立 の学校 の事務職員 の休職の特 l 学

例 に 関する 法律 32 . 5.20官報
法律第 144 号 教育職員免許法施行法 の一部を改正する

法律 32. 5 . 31官報
法律第 149 号 学校教育法 の一部を改正する法律

32 . 6 .  1官報 ｜ 号
法律第 153 号 特別職 の職員の給与 に 関する 法律 の一部

を改正する 法律 32. 6 .  1官報
法律第 154 号 一般職の職員 の給与 に 関する 法律 の一部

を改正する法律 32 . 6 .  1官報
政 令

政令第28号 予算， 決算， 及会計令 の一郎を改正する 政
令 32 . 3.26官報

政令第44号 所得税法施行規則 の一部を改正する 政令
32. 3.31官報i

政令第 印号 国立学校設置法施行令 の一部を改正する 政
令 32 . 4 .10官報

政令第63号 国立学校の授業料債権等 に係る納入 の告知
の特例 に 関する 政令 32 . 6.11官報

政令第 121 号 固有財産法施行令の一部を改正する政令
32. 5. 31官報

政令第 123号 学校教育法施行令 の一部を改正する 政令
32. 6. 1官報

政令第125号 国家公務員等退職手当暫定措置法施行令
の一部を改正する 政令 32. 6 .  1官報

政令第126 号 国家公務員等退職手当暫定措置法等 のー
自1.1を改正する 法律附則第二項 の 規定 に よ り 退職手当
の支給を受け る 職員 の組問等を定め る 政令

32 . 6. 1官報
省 令

大蔵省令第16号 ・ 所得税法施行細則 の一部を改正する省
令 32. 3 . 31官報

文部省令第3号 文部省設置法施行規則の一部を改正す

る 省令 32. 3 . 31官報

文部省令第 4 号 文部省職員定数規程 の一部を改正する

省令 32. 3 . 31官報

文部省令第 5 号 国立大学の講座 に 関する省令 の一部を
改正する 省令 32. 3.31官報

文部省令第 7 号 国立学校設置法施行規則の一部を改正
する 省令 32. 4.16官報

文部省令第10号 学校給食法施行規則 の一部を改正する
省令 32 . 5. 8官報

文部省令第11号 学校給食調査規則 の一部を改正する省
令 32 . 5.13官報

( 1 ) 



第11 号 学

の特例を定める件 32. 5.16官報大蔵省令第46号 国家公務員等の旅費支給規程の一部を
改正する省令 32. 6. 1官報

文部省令第13号 理科教育振興法施行規則の一部を改正
する省令 32. 6.12官報

報 昭和3 2 年9 月1日

学 内 規 程
由，、州、，、内向、，u、，、.＿..町、向同世田自由噌背骨晴

官庁報告 ｜ 文理学部規程の一部改正
昭和31年度6級職国家公務員特別採用試験合終者 ｜ 文理学部規程の一部を次のとおり改正する。付表中文学

32. 3.30官報 ｜ 科，国文学及び中国文学，理学科数学，物理学，化学及び規 則 ｜ ｜生物学の各専攻課程の学科目単位表を別表のと お り改め
人事院 1- 4現行の法律， 命令及び規則の廃止一部を｜る。

改正する規則 32. 4.27官報
人事院1G- 4職員の保健及安全保持（32.5.1施行）

イ寸 員IJ
本規程は昭和32年4 月1日から施行する。但し昭和30年

32. 4.27官報｜度以前の入学生には従前の規定を適用する。理学科数学専
会計検査院第 3 号 計算証明規則の一部を改正する規則｜攻課程に限り，昭和28年度以前の入学生は従前の規定によ

32. 5.14官報
人事院9-11 勤務地手当の支給地域の区分に関する官

暑の指定の一部を改正する規則 32. 5.17官報
人事院9ー17 俸給の特別調整額の一部を改Eする規則

32. 5. 17官報
人事院 1- 4現行の法律，命令及び規則廃止の一部を

改正する規則 32. 6. 1官報
人事院9- 5 給与簿の一部を改正する規則
人事院9- 6俸給調整額の一部を改正する規則

32. 6. 1官報
人事院9- 7 俸給等の支給の一部を改正する規則

32. 6. 1官報
人事院9- 8 初任給，昇格，昇給等の基準の全部を改

正する規則 32. 6. 1官報
人事院9-13休職者の給与の一郎を改正する規則

32. 6. 1官報
人事院9-·14俸給月額の月一回払の一部を改正する規

員lj 32. 6. 1官報
人事院9-22 暫定手当 32. 6. 1官報
人事院12- 0 職員の懲戒の一部を改正する規則

32. 6. 1官報
人事院16-0 職員の災害補償の一部を改正する規則

32. 6. 1官報告 示
科学技術庁第 4 号 アイソトープの使用確認の申請手続

を定める件 32. 5. 8官報
文部省第82号 昭和32年度大学入学資格検定 の 施 行 期

日，場所及び出願の期限を定める件の一部を改正す
る件 32. 6. 7官報

地方自治事項
富山県条例第12号 富山県押売等防止条例 32.4.6官報

訓 令
文部省第 1 号 学校基本調査実施要領等の一部を改正す

る訓令 32. 2.18官報
文部省第 2 号 昭和32年における定期評定の実施の時期

る。

別表 （故正部分の抜翠）

専 攻 科 目 関 連 科 目
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文
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び
中
国
文
学
専
攻
課
程

0選択科目
このうちえ次の科目を加え
る。
英語学講義 12単位
英語講読 20 I/ 
ドイツ語学講義 1211 
ドイツ語学講読 6 I/ 
ブラシス語講読 211 
考古学及び民族学 2 I/ 

関連科目を次の通り改め0選択科目
このうちえ次の科目を加え｜る。

数回。 ｜必修科目を削除する。
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専 攻 科 目
報 第 11号

関 連 科 目
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物理学実験 6 II ｜相対論理 ｜ 特別理論考究文は実験のう｜固 体論ち いづれか1 科目 ｜素粒子論学｜ 8単位 ｜原子核物産学0選択科目 8 II I X 線及び電子廻析専I I 次の科目のうちから選択す｜航空力学
｜機器設計攻I I 但 し，関連科目の選択科目I＇；�：用物理学課 ｜のうちからも選択 すること｜電波物理学 2 II が出来る。 ｜物理学特別講義

程｜論文講読

考合備
2単位｜ 計

L込
46単位68単位）内は最近必修単位数を示す

0必修科目 以一一一一一一一一一一ーとの総単位数を46から38に｜次の科目のうちから選択す改める。 ｜る。生 ｜そして このうちから， ｜但し動物生埋学並に同 実験動物生上軍学 4 単｛irlま たは植物生浬学並 に同実物｜植物生理学 6(4J II ｜験は何れか一つを必修選択動物生理学実験 反4) II ！ とする。学｜ 植物生理学実験 4く2) II ｜生物学概論を削除し， ｜ 動物生理学専｜ ｜次の諸 科目を加える。 ｜ 植物生j理学4(2）単位｜微生物学

専 攻 科 目
。必修科目化 ｜とのうちから学l化学実験法専 ｜ を削除し，

攻｜演 習 2単位 を！とする。課 lo選択科目程｜このうちから物即！化学特論

生 態学攻｜ 実態形態学課｜生態学実験実験形態学実験程10選択科目

関 連 科 目
t』2単位｜ を削除し，次の諸 科目を加える。4 tJ:L{1'.z:i放射化学 2単位界面化学 2 I/ 触媒化学 2 II 無機化学工業 2· II 4単位｜有機化学工業 2 II 

t』

4単位6 II 6 II 2 II 4(2) II ｜応用生物学4(2) II ｜動物生理学実験 M
M
M
M 

4662
 

4(2) II 植物生理学実験微生物学実験これを次の通り改める。 11;c;用生物学実験 2 II 0選択科目 簡単位｜ 計 54単位
合 ；；｜－
備 考 （

L- 78tl1｛也）内は最低必修単位を示す。

教育学部規程の一部改正 l富教育 学部 規程の一部を次のように改める。 l山1. 第7条中 「12単位以上Jを「16単位以上」に，「4単！大位以上jを「6単位以上Jvc改める。2. 別表中 品£ら寸ー

英 圭五回口 6 6 
」一 一 一一一 4 I 4 外国語｜ ドイツ語 6 6 12 I 12 4 4 ロ
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つム
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外国語｜ ドイツ語
16 I 16 

に改める。付員I］の次に，次の付則を加える。との規程は，昭和32年4月1日から実施する。但し， 昭和3 1年度以前に入学した学生について は，従前の規程による。
工学部規程の一部改正

工学部規程の一部を次のように改める。1. 別表 金属工学科中専攻科目における「金属工学概論3」の次に， 「理論治金学2」を，「 非鉄治金学第二2Jの次に， ［ 非鉄治金学第三2Jを加える。関連科目における［酸，アノレカリ肥料化学2Jの次に「応用物理学2Jを加える。2. 別表 機械工学科中関連科目における「自動制御2」を「自動制御3Jvc 改める。付則の次K，次の付則を加える。この規程は，昭和32年4 月 1日から実施する。
事務組織規程の一部改正

事務組織規程の一部を次のように改める。第6条中 第7項 ，第11項及第12項 を削除する。従って 同条の第8項以下 第10 項 までを1数位づっ繰り上げる。 また第13項以下は3数位づっ繰り上げる。第6条から削除した第7項及び 第1 1項 を第5条の夫々第3 項及び第8項として加える。従って同条の第3項 から第6項 までを1数位づっ繰り下げる。 ま た第6条から削除した第12項を第4条の第13項 として 加える。従って 同条の第13項以下は1数位づっ繰り下げる。第24条1:!:1「｜司書館事務部に庶務係，司書係をおく」を「図書舘事務部に総務係，整理係並 びに閲覧係をおく」に改
- 3 -



第11号 学 報 昭 和 3 2年9月 1 日
める 。 位元素委員会という。

付則の次に，次の付則 を加える 。 （ 目的〕本規程 は，昭和3 2年4月 1白からこれ を実施する 。
第2条 木会は原子力及び同位元素の研究利用を行うこと

を目的 とし，とれに関する学内相互の 連絡制整を凶るも
の とする。附属図書館商議会規程の一都改正

附属図書館商議会規程の一部 を次のように改める 。
第3 条第2号 中 （構成〉

第 3 条 本 会は次の職員で構成 する。各 学 部分 館 長〈文理 学 部の次に教 育 学 部〉を加 え る 。
第3 条第3号 中 1 . 学 長
各学 部図書 委員 会委員長く文理学部の次に教 育学部〉
を加える 。

2. 各学 部 より選出された委員各 2名
3 .  事務局長

第7条中 第4条 本 会に委員長 をお く 。 委員長 は学 長 が こ れ に 当
議事のてん末 は附属図書館庶務係 長を総務係長に改 る 。める 。 （ 昭和3 2年4月 1日改正） （ 任期〉
学部図書委員会規程の一部改正 第5条 第3 条2の構成員の 任期は2ヶ年 とする 。

学 部図書委員会規程の一部 を次のように改める 。
第3 条第2号 中

（ 議事〉
第6条 本 会は必要に応じて委員長 が これを招集し，その

議長 となる。学 部分 館 長（文理 長部の次に教育 学 部） を加える 。
（昭和3 2年4月 1日改正〉 委員長 が事故ある ときは委員長の指名する もの がとれに

代る 。
富山大学原子力同位元素委員会規程 委 員 に事故あると きは代理者を委 員 と見倣 す。

（ 名称〉 付 則

第1 条本 委員会（ 以下本 会 という。〉 は富山大学 原子力同！；本規程 は昭和3 2年5月11日；から実施する 。

－－『．民

雇 （教 育学 部〉
雇 〈文理学 部〉
雇 （薬 学 部）

職

’“‘’‘4‘4、，‘州、戸、司－・�、e、，、，、，、，‘’‘’‘’、，、，、’‘
人 事 異 動

、.............. 、府d、d、，、戸、，、，、F温時d、祖町一ー一ーーー ーー『

i氏 名｜ 異 動 内 容 ｜発令月日
｜手 崎 政 男 ｜語教官（富山大学 助教授 文理学部） に馴 I 4. , 
1吉 原 節 夫Ii部教 官 （富山大学助手 経済学部）に 採用す｜ 庁

｜飯原 慶 雄｜
｜古 谷 嘉志｜文部教官（富山大学助手工学部 〉に採用する1 s. , 
｜葉山益次郎｜文部教官釦大学 講師工学部 ）に採用するI s. 16 
｜宮 下 春 男 ｜雇 併部） に採用 する J 3 .  1 s  
1 河 原 健 三 ｜臨時筆生（文理 学 部〉 に採用 する I 4. , 
1後藤年生｜臨時筆生（附属図書舘〉に採用する 「－
｜ 平 野 茂 良 ｜ 臨時筆生（経済学部〉に採用 する I 4. 13 
1 舘 盛 貞 信 ｜作業 員 （経済学部〉 に採用 する I ｜ 本 田 陸 子 ｜臨時筆生 （薬学部） に採用する / s. 1 

｜種 節 子｜作業員（文理学部 看護婦〉に採用する J 6. 16 
l 1療養を命ずる ｜ 牛 島 ア ヤ 療養の 期間 は昭和 立年1 0月 21日までとする I 4. 22 
1川 原 越 雄｜休職の 期聞 を昭和 泣年9月 8日まで更新する J 3 .  9 
「藤間侮次郎伊奈義務自蕊忍IfIB肝日�1f特すJ4. s 

- 4 -



報学

I HI家公務員法第四条第 1 号の規定により休職に す11 る 休職の期聞は昭和3 2 年 11月7日までと する ｜ 
忠次郎 ｜彼職した I 3. 

子 ｜抑制を承認 する I 3. 

子 ｜
昇I II I 6. 

期l II I 6. 

祐 ｜富山大 学 施設課長に配置換 する I 3. 

｜富山大 学施設課長事務取扱を免ずる ｜ 
治｜富山大 学講師（経済学部〉に昇任させる I 4 .  

棋 I ,, l 
裕｜富山大学助教 授（ 経済学部〉に昇任させる ｜ 

｜富山大 学助教 授（工学部）に昇任 させる I s. 

｜富山大 学教授 （ 工学部）に昇任させる ｜ 
｜ 和歌山大 学経済短期大 学部に出向させる j 4 .  

7青之助｜持道学芸大学助教授（岩見沢分校〉へ配置換I 6 .  

斗�施設課）に配置換 する ｜ 
博｜雇（文理学部）に配置換 する ｜ 
博｜雇（工学部〉に配置換 する ｜ 
清｜雇（ 附属図書舘）に配置換 する ｜ 
二 ｜作業員（工学部〉に配置換 する f 3. 

二｜傭人（薬学部作業員〉に配置換 する f 4. 

熊 ｜警務員（工 学部〉に配置換 する I 4. 
富美子｜雇（薬学部〉に配置換 する I s. 

1傭人（工 学部作業員 〉に配置換 する I 6. 

生｜附属図書舘総務傾に配置換 する I 4. 

｜附属図書館整理係長に配置換 する I 
1附属図書舘閲覧係長に配置換 する I 
l経済学部に配置換 する ｜ 

｜経済学部に配置換 する ｜ 
｜文態学部に配置換 する ｜ 
｜文理学部に配置換 する J 
l 補導課補導係長に配置換 する I 
l経済学地計係長に配置換 する I 

｜会 計課司計係長に配置換 する ｜ 
｜雇（経済学部〉に配置換 する ｜ 
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報学

｜附属図書舘総務係長に配置換する
雄 ｜厚生課厚生係長に配置換する
子｜文理学部（ タイピスト〉に配置換する
子｜文理学部に配置換する

二｜教 育学部に配置換する
枝｜教 育学部〈 電話交換手 〉に配置換する

安太郎 ｜会 計課に配置換する
夫｜会 計課に配置換する
男｜薬学部に配置換する
雄 ｜教 育学部に配置換する

｜庶務課に配置換する
三｜雇〈 庶務課〉に配置換する

久美子｜庶務課に配置換する
美喜子｜庶務課（ タイピスけに配置換する

｜補導課に配置換する
｜厚生課に配置換する
｜庶務課能率係長に配置換する

幾久栄 ｜庶務課に配置換する
｜教 育学部庶務係長に昇任 させる

郎 ｜会 計課出納係長心得 を命ずる
子｜雇〈経済学部）に配置換する
｜厚生課保健係長に配置換する
｜文理学部に配置換する
｜附属図書舘に配置換する

枝｜庶務課に配置換する
子｜会 計課に配置換する
子 ｜文理学部に配置換する

生｜附属図書舘閲覧係長に配置換する
｜文理学部庶務係長に配置換する

子｜附属図書舘に配置換する
｜会 計課に配置換する
｜工学部に配置換する

応l 昭和泣 年度文部省内地研究員 を命ずる
｜富山大 学補導協議会委員 を免ずる

｜富山大 学榊協議会委員 を命ずる任期は昭和32年7 月31 日までとする
「富市天亭支花部否委事否両子�－｜ 任期は昭和32年7月 31 日までとする

昭和 32 年9月1日

文部事務官（ 厚生課 厚生係長〉文部事務官（ 厚生課 保健係長）
雇（ 庶務課 タイピスト）
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多
荒雇（ 庶務課〉
中雇（ 庶務課〉

傭人（ 庶務課 電話交換手〉
文部事務官（庶務課〉
雇（ 補導課）

宮臨時筆生（ 厚生課）

松
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作業員〈会 計課〉
文部事務官（文理学部 庶務係長）
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安
奥
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太
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雇（文理学部〉

山薬学部〉

雇（附属図書舘〉
作業員（ 庶務課〉
文 部教 官（富山大 学助教授文 部教 官（富山大学助教授 経済学部〉
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昭 和 32 年9月 1日

文 部教
授

官
ー
文
く富山大学教 経済学部〉部 教 官
（富山大学助教授 経済学部）
文 部 教

学
官

（富山 大 教 授 経済学部〉
文 部教 官
（富山大学助教授 経済学部〉
文 部教 官
〈富山大学教授 経済学部〉

，， 

文
（富部山大

教
学長 〉

官
文 部教 官
（富 山大学 学生部長〉
文 部教 官
（富山大学教授 文理学部〉

，， 

文 部教5'!: 官
（富山大教授 教育学部）

，， 

文 部教 官
（富山大学 助教侵 教 育学部〉

，， 

文 部 教学 官
（富山大 教授 経済学部）

ノノ

文 部 教戸
寸
崎ー 官

（富山大 教授 文理学部〉
文 部教 官
（富山大学助教授 文理学部〉
文 部 教 官
（富山大学教授 教育学部〉
文 部教 官
（富山大学助教授 教育学部）
文
（富

部
山大

教
学教授

官
経済学部）文 部 教 官

（富山大学助教授 経済学部）
文 部教 官
（富山 大学教授 薬学部〉
文 部教A寸Lー 官
〈宮山大 助教授 薬学部〉文 部教 授官
（富山大学教 工学部〉

II 

医員（富山 大 学 文 理学部 〉

II 

医員（富山大学 教育学部〉

，， 

，， 

医員（富山大学 経済学部〉

医員（富山 大学 薬学部）

医員 （富 山大学 工学部）
医員〈富山大学 薬学部）

II 

学 報 第11号

｜式 石 勉｜富山大学体育部緑 員を免ず る
菅 原 修 任期は昭 和 31日までる｜

富山大
学体

P
定
3

育�'Cf部
講
年

会
Z
習
4

妻

署月且員を命ず る
I ,1 寺日 廉 王‘r I 富山大学認 員会委批とす命ずる任期は 昭和 15日までとする

，， 

｜ ｜富山大学一般教育 委員会委員を命ずるj度植彦太郎 任期は昭和34年4月15日までとする
｜三 国 一 義｜ II 

II 

，， 

II 

，， 

｜石 原 寅次郎 ｜昭 和昨度富山大学年科学教 育研究室室長を命ず1 s. 16 る 任期は 昭和 32 12月 15 日までとする
｜岡 本

基 I 昭 和 32 期年度富山大学年科学月教育研究 室主事を命ず｜｜ る 任 は 昭和 32 12 15 日までとする
｜ 高 瀬 重 雄 ｜ 昭和昨高富山大学科学青育研究室指手員を命 ｜ずる 任 は昭 和 32年12 15 日までとる
i 福井憲 二｜ ，， 

｜山’本健 暦｜ 。

｜蛤 川栄 作 ｜ ，， 

！高野兼 吉｜ ノノ

｜山 淵 利 文｜ ，， 

｜小 寺廉 古｜ ，，’ 

｜城 宝正 治！ II 

i竹 内 豊ゴ郎｜富山大学原子力同位元素委員会委員を命ずる一 任期は 昭和 34年5 月10日までとする
｜小 林 貞 作｜ ，， 

｜山 本 健 暦｜ ，， 

｜高 森乙 松｜ ，， 

｜武 石 勉｜ ，， 

｜田 中 文 信 ｜ II 

｜長 谷 純 一｜ ，， 

｜ 北 川 晴 雄 l II 

｜浅 間 忠 知｜ II 

｜森棟 隆弘 ｜ ，， 

｜ ｜任肘吏話する酒 井 義 昭 任期は 昭 33年 3月31 日までとする
博｜

II 

｜ 福田 美 明｜ ，， 

｜草 島 孫 三｜ ，， 

｜小 林 金次｜ ，， 

l内 田 重 遠｜ ，， 

｜米 村長 敏｜ ，， 

｜品 田 三知｜ 医員（富山大 学生部） に併任 る｜米村 長敏 任期は昭和33学年3月31日までとすする
｜改 井 四郎 ｜言療X線技師 年（富山大学 学生部）に採用 する期は 昭和33 3月31日までとる
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一 ｜ 技術補佐員〈富山大学 薬学部）に採用する任期は昭和33年3月31日までとする穂 ｜富山大学 経済学部長に併 任する
｜ ｜ 任期は昭和34年 3月31日までとする I 穂 ｜富山大学評議員に併 任する ｜ ｜ 任期は昭和34年3月 1日までとする ｜ 

彦太郎 ｜富山大学 経済学搬の併 任を解除する ｜ 
彦太郎 ｜富山大学評議員の併 任を解除する ｜ 雄 ｜富山大学教育学部長に併 任する ｜ ｜任 期は昭和34年5月31日までとする ｜ 雄 ｜富山大学評議員に併 任する任期は昭和34年5月31日までとする牛 ｜富山大学 附属図書舘教育学部分舘長の併 任は終 ｜ ι 

了 し た雄 ｜富山大学評議員に併 任する ｜ ｜ 任期は昭和34年5月31日までとする ｜ 

太七郎 I II 

物 I II j 
亨I I/ I 
知｜勉 ｜講師（富山大学教育 学部〉に併任 する ｜ ｜ 任期は昭和33年3月31日までとする ｜ 

吉太郎 I I/ I 

治 ｜
久｜
正f // I 

清太郎 ｜ 
作｜

義三郎｜ 
ノレ ｜ 次 ｜講師（富山大学 経済学部〉に併任する ｜ l 任期 は昭和3 3年3月31日までとする ｜ 
之｜
男I I/ 

実 ｜講師（富山大学 薬学部）に併 任する ｜ l 任期は昭和33年3月31日までとする ｜ ｜講師制大学 工学部）に併 任する I A 任期は昭和3 3年3月31日までとする ｜斗
従｜
夫I I/ I 
治 I I/ 

｜講師沼山大学教育学部）に併 任する任期は昭和33年3月31日までとする

和 昭3 2年9月 1日

，， 

文 部教 官（富山大学教授
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教育学部）

経済学 部）

文理学部〉

教育学部〉

文 部 教 官（富山大学助教授文 部教 官（富山大学教授
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一部山

一

宮回
一文（

文 蔀一薮官（ 富山大学教授

第11号

，， 

教育学部）

薬学部〉
一宮授

一
教

M一教伸一一
一部山

一
官国

一文（
官授教

M
説明一

一部山由田園
文（

7j( 

有
南

工学部）

文理学部〉

I/ 

文 部教 官（富山大学教授文 部 教 官（附属 中学校 教諭〉

，， 

教育学部）

文理学部〉
教育学部）

薬学部〉

教育学部）

工学部）

工学部〉

工学部〉

文 部教 官（富山大学助教授文 部教 官（富山大学助教授

文 部教 官（富山大学助教授

文覇「弓史官〈富且j大学助教授文 部教 官〈富山大学講師

文 部 教 官（富山大学教授文 部教 官（富山大学助教授文 部 教 官（富山大学助教授

，， 

ゲ

，， 

I/ 

8 
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昭 和32 年9月1日 学 第11号報
小 寺 康 吉l II I 5 . 10 

｜講師（富山大学教育学部〉に併 任する ｜ 藤木 興 三 1 I 5 .  15 l 任期は昭和3 2年 9月 15日までとする I 佐 亮｜ 富山大学 教 授（文埋 学 部）に併 任する I 4. 15 ｜ 任期は昭和32年 9月初日までとする ｜ 玉生正信｜ 富山大学教授 （文理学部）に併 任する I 4. 15 l 任期は昭和3 3年3月31日までとする I 
域宝正治下 M

一一一一一 ｜ 
渡 植 彦太郎 ｜

義 ｜
一 雄 ｜富山大学助教授 C文理学部）に併 任する I 4. 15 ｜ 缶期 は昭和33年 3月31日までとする ｜ 

博 I ,, L二
黒坂富治｜
白 井 芳 朗｜

勝 次 ｜
修｜

｜石瀬秀治｜
｜植村 元覚｜
｜池田直視｜富山大学助教授（文理学部）に併任する 1- 4. 15 任期は昭和�2年 9月30日までとする文部教 官 ｜ 飯原藤一 ｜ 富山大学講師（文雌学部 〉に併任する I 4. 15 （富山大学講師教 育学部〉 ｜ ｜任期は昭和32年 9月30日までとする ｜ 
｜田中久雄｜
｜金 子基 之｜
l有 沢 一 男｜
｜志甫房枝｜富山大学助手（文盟学部）に｛jf{T：する J 4. 15 1 任期は昭和3 2年9月30日までとする
｜杉 木 五τ了言翫亭臓夜T薮育享音J)E:壬期は昭和 32 年9月30日までとする I 

｜ 富山大学助 教授 （薬 学部）に併任 する村 上 清 造 ｜ I 4. 15 ｜ 任期は昭和33年 3月31日までとする
石 原 寅次郎 （ 詩説話器科殺は宅�±�｜ 富山大学講師〈 薬学 部〉に併任す る ｜ 任期は 昭和33年 3月31日までとする I 5. 1s 

｜ 富山大学助教授（教育学部〉の併 任を解除する｜4. 15 
頭川徹治｜富山大学助 教授 （工 学 部〉の併 任を解除する ｜ 

博｜講師（富山大学 教育学部〉に採用す る ｜ ｜ 任期は昭和3 2年9月30日までとする I 4. s 

斉 藤現常｜講師（富山大学教育学部〉に採用する I 4. s ｜ 任期は昭和33年3月31日までとする ｜ 
太 田 正 行 ｜
西 出 靖 夫｜
小 柳 津三郎 ｜

武｜
萩野啓之助l II l 
松本利一｜

文部 教官（富山大学 教授文部教官（富凶大学講師文 部教 官（富山大学教授

経済学tf日）
文農学部）
教育学部）

II 
文部 教官（富山大学 教授経済学部）

，， 

”〆 一 国
部学一世円一教一授一宮

脇一
教学一大一

刻同
・性

文
省一

林

，， 吉田
，， 

，， 

，， 林
文部教 官（富山大学助教 授 経済学部） 官原

，， 

，， 

II 

，， 

文部教 官（富山大学助 手教育学部）文部教官（富山大学助教授文理 学部〉文部事務官（富山大学 附属図書舘薬学部分舘長）併文部 教官（富山大学助教授 教育学部）
文部教官（富山大学 長）
文部教官（富山大学講師教育 学部〉文部教官（富山大学助教授 薬学部）文部 教官（富山大学助教授教育学部〉

飯原藤
松本弘

福田

福田
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第11号 品4・-r 報 昭和 32 年9月1 日

｜ 鱗 谷 嘉兵衛｜ II ，， 
一一一一一一一

｜ 梅 原 実太郎｜ ，， ，， 

｜矢 後 正 之｜ ，， ，， 

｜ 講事 （富山大学文盟学音｜りに採用する性 哲 任は 師和33年3月31日までとする
｜ 高 見 国 貞｜ ，， fノ

II ，， 

l楠 ，， ，， 

｜ 堀 田 俊 夫｜ ／ノ ，， 

｜松 倉 博 一｜ ，， ，， 

｜ 永 崎 徹｜ ，， ，， 

｜ 岡 野 積 二｜ ，， ，， 

｜林 夫 門！ ，， I/ 

｜ 大 谷 重 彦 ｜ ，， ，， 

，， ，， 

｜ 沢 井 宗 隆 ｜ ，， 

非常勤講師（富山大学文理学 部〉 夫 門 ｜｜講任師期〈富山大学年教育月学部〉に採とす用するは昭和32 9 30日までる
｜ ｜｜講任師期（富山大学年薬学部〉に採用すする，， 大 谷 重 彦 は昭和33 3月31日までとる

II ，， ，， 

I 1講任師期副大学 経済学部〉に採用する大 熊 信 行 は昭和33年3月31日までとする
I 1講任師期（富山大学薬学部〉に採用すする米 村 長 敏 は昭和33年3月31日までとる！ 日南国 義 治 ｜ ，， ，， 

｜ 堀 岡 貞次郎 ｜ II ，， 

I l講師期〈富和山大33学年工3学月部〉に採用すする11<. 牧 忠 介 任は昭 31日までとる
｜近 藤 正 男l ，， ，， 

｜ 宇 津 一 郎 ｜ ，， ，， 

｜ 一 宮 宗 英 ｜ ，， ，， 

｜浅 地 実｜ ，， ，， 

｜ ｜ 講期師（富和山大学年教育月学 部〕に採用する大 沢 多美子 任は昭 33 3 31日までとする
｜成 瀬 清 ｜｜講師期〈富和山3大2 年学文理学部〉に採とす用する任は 昭 9月30日までる
｜ ｜講任師期（富山大学 教育学部〉に採用する石 黒 国 男 は昭和33年3月31日までとするI - I 講師（言和山大33学年文理学部〉に採用するヒユ ， ブラワシ 任期は昭 3月31日までとする
I 1 講師期（富和山大年学 工学月部）に採用すする片 桐 道 男 任は 昭32 6 30日までとるI - l講師期（富和山大32 学年工10学月部〉に採用すする塩 谷 周 二 任は昭 15日までとる ，， 

文 部教 官 I - ｜ 講師期（福井和 大年工 学部〉剛弁任すする（富山大学教授 工学部） 長 フじ 亀久男 任は昭 33学 3月31日までとる
文〈富部山大教学教授官 経済学部〉 ｜ 武 石 勉 I講師（福井 大年学 学 月芸3学1部） に併 とす任する任期は昭和33 3 日までる
文部教官 I l講師期（富和山大学 工学部）に併 任すする金沢大学教授 工学 部〉 京 藤 睦 重 任は昭 33年日3月31までとる

nu
 



昭和3 2年9月1日 品4す圃 報 第11号
文 部 教 官 ｜ 鈴 木 寛 ｜講師 （富山大学教育学部 〉 に併任する I 4. 25 ｜ 富（金沢大学助教授 法文学部） ｜ ｜任期は昭和33年3月31日までとする I I 
ら「語大雪教夏 農学部〉 ｜萩屋 薫 l // I 5. 1 ｜ 山

��－14r安官一一一一一一日 田 義 計 ｜ 講師（富山大学矧学部川併任する I // ｜ 大（金沢大 学助教授 J:1!＼学部〉 ｜ ｜任期は昭和33年3月 31日までとする I . 
文 部 教 官 ｜ ｜ 講師（富山大学経済学部）に併任ーする ｜ 
（神戸大学教授 経常学部） ｜ 久保田 音二郎 ｜任期は昭和33年3月 1日までとする I 6. 16 

文 部 教 官 ｜ ｜ 講師（富山大学文理学部〉 に併任する ｜ （ 金 沢大 学講師 斑学部） ｜都 島 文行｜任期は昭和33年3月31日までとする I 5. 15 
文 部 教 官 ｜ ｜講師（富山大学工学部〉に併任する ｜ （ 東北大学教授 金 属榊｝研究所 〉 ｜ 大日方 一 司 ｜任期は昭和泣年7月15日までとする I 6. 1 
文 部 教 官 ｜ 小 林 英 夫 ｜ 講師 （富山大学文理 学部〉 に併 任 する I 6. 10 （ 東京工業大 学教授〉 ｜ ｜ ：任期は昭和32年9月30 日までとする ｜ 文 部 教 官 （ お茶の水女子大 学｜ 能 登 志 雄 ｜ 講師 （富 山大 学教育学部）に併任する I 6. 1s 助教授 文教育学ms) I ｜任期は昭和33年3月31日までとする ｜ 

学 内 情 報
向臥

昭和32年度内地研究員決定本年度の内地研究 員はかねて 申請中のととろ， 次の通り決定された。 このうち期間10 ヶ月 の山崎助教授 は既に出向し，他の二人は期間6ヶ月で9月出向の予定である。
｜ ｜ ｜研究｜ ！研究学部 ｜ 官職 ｜ 氏 名 ｜ 科目｜ 研究 題 目 ｜ 場所

文斑 ｜ I l 文 一 ｜近世における人｜ 東京学部 ｜助教授｜ 柿同時 正 ｜ 哲学｜聞の向Filの問題｜ 大学経済 ｜ ｜ ｜文 一 ｜教育社会＇�＇l'L:t-oi京都学部 l助教授｜ 石瀬秀治｜社会｜ける諸問題J大主一一一
1 ｜ 一一つご夜二 ｜ ピ リヂシ語専再I 京薬学部｜助教授｜ 山 11：��ん 薬学｜ の合成 ｜ さ主

昭和32年度科学研究費等の採択決定

本年度 科学研究班等の交付申請について は，去る2月中に手続を終えたが，とれに対し，本省から採択決定請通知が月 ， 6月 中に前後到達した。その内訳は次の通りである。なお， 科学研究 費交付金（総合研究 〉について は，木年度は不採択となり，科学研究 費交付金 （ 機 関研究 〉及輸入，機械購入費補助金について は，未だ決定を見ない。科学研究 費交付金〈各個研究 〉
申請者47名， 申請件数日件中採択を見たもの8名， 件

数8件でそ の採択 となっ た者 の氏名 ， 研究課題 ， 及び交付決定額は次の通りである。
文理学部

生物学教室 助 手 堀 令 司

課題 魚卵の受精及び付活に伴う電気的変化 について交付額 3万円
物理学教室 助教授 児 島 事責
課題 マイクロ波による分子構造の研究 について交付額 4万円
独乙文学教室 助教授 岡 崎 初 雄

交付額 4万円経済学部
経済学教室 助教授 柴 田
課題 経済発展と国際貿易交付額 12万円

薬 学部

裕

製薬学教室 助教授 飯 田 武 夫
課題 米国コロラド産頁岩粗ifhに含まれる窓素化合体の研究
交付額 20万円

工学部
金属工学教室 教段 室 町 繁 雄
課題 連続鈴i当j)}.j塊に現われる周期的偏椋交付額 15万円
金属工学教室 助教授 池 田 正 夫
課題 還元蒸溜訟による高純度金属マグネνュワムの製造研究
交付額 4万円

機械工学教室 教授 長 元 屯久男
課題 移動荷重をうける梁の応力変化 の過程 について交付額 3万円科学試験研究資補助金申請5名 ，5件中採択となっ たものは次の1件である。薬学部
薬物学教室 助教授 北 川 晴 雄
課題交付額クマリン誘導体の薬品的応用30万円
昭和32年度科学教育研究室の開設

昭和32年 度富山大学科学教育研究室 は定時制 による研究
課題 グーテ晩年の持情詩くDie L）叫k des a1ten I生 8名 を収容し，5月16日午後1時から本部において ，その。aethe) 入室式を挙行した。詳細は次の通りである。

- 11 -
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実 非実験 験

研
究

生
指導

員
学部

学科
目

勤
問

｜職 ｜氏
名l

本籍l
生年月

日l出
身学

校I
！�i

� I!
 ! 

I 
の別

研
究

題
目

名
吋

非 実験
｜湾市

殿 村
中（吋

時
夫｜時

｜昭和
4年！国

学問
｜定時

制I�
k�AA

 I郷
土問

る近世
諸学の

系譜に
つい｜

教授｜
高瀬

重雄
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中学校
14月

17日
文理

部く1
週1日

〉 後
期て
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1：：：
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市岡
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I噴
出
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大官官

I// 
I I/ 

1鰐
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る折分操
作法及

びその
II/

 
I福

井憲二
｜非実

験1
1

2名
実験

1
教 育学

I非 実
験 I

婦 負郡
神保

村,I教諭
I仲田

清
I 富山
「I目I昭

和6
年I 富

山一大学
教 教育育学

科部 l: 
，， 

［教 計育
の研の

仙 究
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間
吋育

統
｜ ｜助教授

l ｜高野
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神保
小学校
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日第

一中等
化 学

｜｜｜実
験｜｜｜ 南西町砺波

郡福光
E[// 

I 溝口
浄

I I/ 
I 昭和1

0年lI富
山 一大学 等
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 ｜ 
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工学部
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難
1 1
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実験
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JI!I

吋
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戸 岬
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的研究
l教授

l叩
吉
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〉
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から1
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昭 和 3 2 年 9 月 1 日 学

出品

大阪株式会社国光堂社長黒 田 善太郎氏 の 寄 付に よ る r J桑
田講堂J は本部施設課におい て 設計 さ れ， 4 月 26 日 の地鎮

祭を皮切 り に従来請負者松井建設株式会社 の手によ り 鋭意
工事を進 め て い た が， 7 月 20 日 過ぎ現在， 玄関廻 り 2階建
の鉄筋 コ シ ク リ ー ト 造 り は ， 1 陪 ま で の コ シ ク リ ー ト 打込
み工事完 了 し て 目 下 2 階建廻 り の型枠入れを段取中 で あ
る 。 更にステ ー ジ 廻 り は 目 下型枠入れを な し つつ あ っ て ，

こ れま た 月 米 ま でに ゴ シ ク リ ー ト 打ち込みを了す る 筈 で あ

る 。 上記によ り 知 ら る る 如 く ， 同講堂は 玄関廻 り ， 集会室 ｜ 教育学抗告i第一 中等 λ 

図書寄贈者 に 紺綬褒賞授 与

本学文月日字：部の昭和29年度卒業生 で あ る 守 山一郎氏 （広
ぬ県瀬戸 川高等学校教諭） が元広島大学教授 で あ っ た 亡 父
喜一郎氏愛蔵 の洋書 400冊を本学に寄 贈 さ れた こ と は学報

第 9 弓で知 ら せ た通 り で あ る が， こ れに対 し 表 彰 方 申 請 ，，」
の と こ ろ ， こ の ほ ど紺綬褒賞が授与 さ れた 。

黒 田講堂新 営 工事概況

及び ス テ ー ジ 廻 り の 3 つ の部分か ら な っ て い る の で あ る

が， そ の構造 と 規模 は 次 の 通 り であ る 。

玄関廻 り 鉄筋コ シ ク リ ー ト 造 2階建

集会室 鉄’胃鉄筋コ ン ク リ ー ト 造平屋建
ス テ ー ジ 廻 り 鉄筋コ シ ク リ ー ト 造平屋建

建坪 251151叫 3

延坪 300.l;；平382

本工事は 10 月 末に竣工の予定であ る 。 所要工事費は 2 ,
480 万円に上 り ， こ の全額が黒田氏の醸出にな る も の で あ

る 。 完成の脱は本大学 の外容に�＜徴的 な偉観を添 え る で あ
ろ う 。

正 門 新 営 工 事

提 出 講堂 と 並行 し て 松井建設の 寄 付に よ る 正門は 兵包’｜時

代か ら の 旧 門を撤去 し て そ の あ と に新設中 で あ る 。 その概
要は正門 rlJ 8米で， 門柱材は 県産の花闘石を 用 い ， 土塁の

石垣は こ れ ま た県産 の 背石使用 の 予 定 で あ る 。

海 外 出 張中 の佐 口 助教授時還

西 ド イ ツ ハ シ プ ノレ グ大学西 ア ジ ア 史研究 の招請によ り 同

国へ留学を命ぜ ら れ， 昨年 5月 1 9 日 羽 田 発 S A S 機で渡欧

し た ， 文理学部佐 口透助教授は 従来前記研究所の客員研究
員 と し て ジ ユ ラ ー プ ， ガ パ イ シ 両教授 と 協 同 し て 中央 ア ジ

ア 史 と ト ノレ コ言語学 の研究 と 演 習 に従事 し て いたが， そ の
問 オ ー ス ト リ ア の ワ イ ン ， ド イ ツ の ペ ノレ リ ン ， ミ ユ ン ヘ

シ ， ハ イ デ ノレ ベ ル ヒ ， グ ッ チ ン グ シ ， ボ ン ， ケ ノレ シ ， ブ ラ

シ ク プ ノレ ト ， マ ー ノレ プ ノレ グ ， ブ ラ シ ス の パ リ ， イ ギ リ ス の

ロ ン ド シ ， ケ シ ブ リ ッ ジ ， さ ら にオ ラ ン ダ ， ベ ル ギ ー の諸

地方を巡遊 し て 主要 な大r予， 研究所 ， 博物舘， 美術館， な

ど を 視察見学 し ， 著 名 な 学者を歴訪 し て そ の け い がいに楼・ ・ ・ ．
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す る と と もに， つ と めて 東洋史学の紹介や研究連絡の機会

を も っ た 。 か く て 帰途はパナ マ経由 の西廻 り 海路を と り ，

ア メ リ カ の ロ ス ア シ ゼ ノレ ス に立寄っ て 去 る 4月 1 7 日 予定を l 山

h！.め て 帰還 し た 。 ！ 大
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北陸三大学学生線合体育大会

第 9回北陸三大学学生綜合体育大会は 去 る 7月 7 日 ， 折悪
し く 雨天に見舞われたが， 一部を延期 し て 決行 さ れた 。 成
績は下記の通 り で あ っ た 。

（陸 上競技は 7月 2 1[ ヨ ， ナ ツ カ ー ， ラ グ ビ ー は 6. 7 ,  8 の
3 日 間）

コudz＝ロ
競 技 種 目 団体 1 位 同2位 同3位

ソ フ ト ポ ー ノレ 富大 福大
パ ス ケ ッ ト ボ ー jレ （男〉 金大 福大 宮大

，， （女〉 富大 金大
パ ド ミ シ ト シ （男〉 品 大 金大 福大

，， （女） 宮大 福大 金大
→IC L  J永 （男〕 宮大 金大 福大

ハベu
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（女） 福大 優勝 し た 。

囲 碁 大 会 （総合）
福大 ｜ 6 月 22 日 （ 日 ） 1 0時か ら総 曲輸銀嶺誌で行われた 。 参加

福大 ｜ 者 1 4名 で ， 文理学部の 白野明氏が優勝 し た 。

福 大 ｜ 排 球 大 会 （総合）

卓 球
ナ ツ カ ー

ラ グ ビ ー

金大 富大

引分け
（男） 金大 富大

（男） 金大 富大

（女） 金大 富大

引分け

金大 富大
富大 金大

冨大

富大
エ キ ジ ビ ν ヨ シ グー ム

福大

バ レ ー ボ ー ノレ
，， 

硬 式
7.k 

柔
剣

体

空
野

陸 上

庭 球
t1]< 
道

富 山 大学第三国大学祭

第三回大学祭は ， 恒例によ り ， 富 山 大学 自 治会連合の主

催によ っ て 去 る 5月25 日 映画会を も っ て 閉幕， 6月9 日 の音

楽会を も っ て 盛会裡に幕を閉 じ た 。

記
月 日

① 5. 25 映画会， 中 国映画 「秦香蓮 l
そ の 他 於 富山 市公会堂

前 夜 祭 於 富山 県庁前広場
演劇 と 講演 の タ 於 富山市公会堂

② 5 . 29 

③ 5 . 30 
ダ ン ス ・ パー テ イ 於 工 学 部

④ 5 . 3 1  体 育競技大会 於 教 育 学 部
講 演 会 於 富山市公会堂
演 劇 於 電 気 ピ ノレ

於 文 理 学 部

於 高岡市公会堂
於 文 理 学 部

於 富山 市公会堂

於 富 山市公会堂

於 富山市商工奨
励舘

⑥ 6 . 1 弁 論 大 会
演 劇

⑥ 6 . 8 

⑦ 6 . 9 

信〕 5 . 25\.Y./ 5 .  27 

⑨ 6 .  1 
6 .  4 

ダ ン ス ・ パー テ イ
創作舞踊発表会
音 楽 会

展 示 会

教 養 教 室 （高校生対象）

レ ク リ ヱ ー シ ヨ ン便 り
鮒 釣 大 会 （総合）

5月 6 日 （ 日 ） 射水郡下条川国道北方の第 1 ， 第27.l<門周辺
の 川べ り で行われた 。 こ の 日 の参加者 1 8名 で釣上げの量
において も ， 大物の点におい て も ， 工学部の 井上院氏が
第 1 位 と な っ た 。

庭 球 大 会 〈総合J

6 月 1 0 日 （ 日 ） 正 午 よ り 教 育学部コ ー ト におい て 開かれ

ト ー ナ メ シ ト 7 回 グー ム で行われた 。 参加者 1 1 名 で ， 佐

藤好孝く教育〉， 吉 田 徳正 （図書〉 組が 4戦連勝を以っ て ｜

7月 6 日 （土） 9 時半か ら 教育学部体育舘で部局を 4つの
地区に分合 し ， 総 当 り リ ー グ戦 を以って戦われた が， 結
果は 3 戦全勝を以っ て高岡地区 （工学部〉 が昨年に引 き

続い て優勝 し た 。

野 球 大 会 （総合）
7 月 1 5 日 （月 ） 1 0時か ら 奥 田 グ ラ ワ シ ド で行われた が，
雨に崇 ら れ 2回戦に入 る や早 く も 中 止のやむな きに至っ
た 。 翌 日 に も ち越 し た試合は グ ラ ワ シ ド も 五福に変 え て

改 め て 2回戦か ら 開始 し ， 優勝戦 は 午後行われた が， ヵ

ツ プ は 文理の 占 む る と こ ろ と なっ た 。 戦績は次の通 り で

あ る 。

蓮町地区 （文理〉 主f120 
奥 田 地区 （本部， 薬学〉 7‘ 

日 ｜ー優勝蓮町地区
五福地区 （教育， 経済， 図書） �， 
高岡地区 （工学部〉 2

12 

卓 球 大 会 〈総合〉

7 月 1 9 日 〈金） 10時か ら 教育学部体育学で発 行 さ れ た

が， 薬学部が文理学部 と 接戦の末優勝 し た 。

富山地区公務員 レク リ エー シ ヨ ン連盟の催
富山地区公務員レ ク リ エ ー ν ヨ シ 連盟におい て は ， 本年

度共同事業に排球（6 月 〉 ， 野球（7月 〉 ， ソ フ ト ボ ー jレ（9月〉

卓球（1 1 月 〉 ， 麻雀Cl 月 〉 ， 囲碁， 将棋（2 月 〉 の6種 目 を予
定 し て い る が， と の う ち 排球及野球の大会は次 の 如 く 行

われた 。

排 球 大 会
6 月 1 9 日 市営バ レ ー コ ー ト にお い て 行われたが， 当 日 は
快晴に恵 ま れて 真夏を恩わせ る 暑 さ の う ち に熱戦 が繰 り

返え さ れた 。 当大学は昨年の優勝 チ ー ム 食糧事務所 と 対
抗， 2対零 と ， 1 回戦で早 く も 敗れ去った 。 参加チ ー ム は
1 1 で， 優勝はやは り 食糧事務所の連続 占 む る と こ ろ と な

っ た 。

野 球 大 会
7 月 12. 1 3の 両 日 当大学グ ラ ク シ ド を第 1 会場 と し ， 奥
田 中学グ ラ ワ ン ド を第 2 会場 と し て ， 参加10 チ ー ム の 間
で行われた が， 両 日 と も曇天で時々強いにわか雨に見舞

われた 。 第 1 日 の如 き は 段々 と 強 く な る 雨の 中 ， 戦を展
開 し た が， 遂に 3 回 ま で進むを 得ず し て ， 中止の や むな
きに至った 。 第2 日 は 7.J<溜 り と 化 し た 第 1 会場を避け て ，
南部中学グ ラ ク シ ド に移 し ， 残 る 試合を開 始 し た が， 前
日 1 9対 7 で 税務署を破っ た木大学チ ー ム は こ の 日 裁判所

と 戦っ て ， 7対3で敗れた 。 優勝 は ， 昨年に 引 き続い て 検

察庁の獲 得す る と こ ろ と なっ た 。

8斗・
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富

の学位を有 し て お ら ね ば な ら ず， 次にハ ピ リ タ チ オ シ と い

う 大学教員資格論文を提出 し て 認定 さ れね ば な ら ず， 次い

で講師 と な り ， 或い は 欠 員 あ れば招請さ れて教授の地位K
就 く 。 ド イ ツ では 国立， 私立の大学は な く ， すべて州立即
ち 公立で， 日 本の大阪市立大 と か東京都立大が こ れに似て
い る 。 ハ シ プ ノレ グ大学では68才が停年で， 十分学力あ る 人

が長 〈 教授 の地位に就いて安定 し て い る が， そ の反 面， 新

陳代謝が乏 し し 学問 の 発達 の妨害にな る 場合 も 多 い 。 ア
メ Y カ の大学の よ う に教授の地位 も 一年 と か二 年 の 契 約
で ， 業績を挙げねば解雇 さ れる の と 正反対だが， 自 然科学

と か応用科学の分野には金がない の と 如 上の大学組織の た
め ド イ ツ が ア メ リ カ に凌駕さ れつつ あ る の は事実であ る 。

尤 も ド イ ツ で も 学問的能力 と 敬老 と は 別物で主任教授が最
も 若い人で あ っ て も な ん ら 不思議で は な く 年令順な ど と い
う 考え方は全 く な い 。 ド イ ツ で は ギ ム ナ ジ ク ム （高等学

校〉 の卒業試験に合格すれば ど と の大学へ で も登録 し て入

私は 1 956年 5月 よ り 57年 3月 ま で 中央 ア ジ ア 歴史 の研究 ｜ 学 で き る の で大学入試は 原 則 と し て 存 し な い 。 ま た各地 の

部 局 情 日U仇44可

立 山 研 究 室 の 開 設

文理学部立山研究室 （浄土山頂） を下記期間開設す る と
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文理学部教官の学位取得

文盟学部助手 （化学第一講座〉 山 田 昇は ， さ きに大阪大
学へ論文 （酷酸 ピ ニ ノレ気相合成反応 の研究） を提出 中 の と

と ろ ， 昭和32年 6月 1 4 日 附理学博士 の学位を授与 さ れた 。

な お ， 氏 は 6 月 20 日 附本学を辞職 し ， 帝国人絹岩国研究

所へ転任 し た 。

ド イ ツ の 大 学

佐 口 透

報 第 1 1 号

を持た ぬが講義を担当 し て い る ド ツ エ シ ト （講師） な る 教

員があ り ， ド ツ エ ン ト も 長 い 間勤務す る と 教授の称号を与
え ら れ る こ と がある 。 大学の教授 と な る には先ず ド ク ト ノレ l 山

大

学

Eコヲ「一－:J 

と 交換教授 の た め ハ シ プ ノレ グ大学西 ア ジ ア史 ゼ ミ ナ ー ノレ の ｜ 大学へ転ず る こ と も 自 由 で あ り ， い く つか の大学で 得た単

客員 と し て 生活 し た が ， こ の間 の見聞に基 き ド イ ツ の大学 ｜ 位 は 通算さ れて有効であ る 。 大た い八学期 （即 ち 四 ヶ 年〉
につい て 若干記 し て みた い 。 尤 も 私が詳 し く 見た大学は ハ
シ プ ノレ グ ， グ ッ チ シ グ シ ， 自 由 ぺ ノレ リ シ ， ミ ュ ン ヘ シ ， ボ

シ な ど の 各大学， し か も そ の 文学系統 の研究室に限 ら れて
い る と と を先ず御断 り し て お く 。 現在， 全 ド イ ツ の総合大
学 （Univer�it誌の の数は約30で ， 工科 ・ 経済な ど の単科大
学の数は約20 を算す る 。 1 流 の大 きな大学は神学 ・ 文学 ・
理学 ・ 医学 ・ 法学な ど の学部を持ち ， 他に経済 ・ 社会科学
・ 工学な ど の学部を持つ と と があ る が， ド イ ツ では歴史的

には文学 ・ 埋学 ・ 法学な ど の基礎的学問 を や る 学部が主体

で ， 経済や工学な ど の実用 の学聞は 単科大学でや る こ と に

な っ て い た 。 ド イ ツ で最古の大学は 1 386年創立の ハ イ デ ノレ
ぺ ノレ ヒ 大学であ る 。 学部長 は デ カ ン と 呼 ばれ， 学長 ば レ ク
ト ノレ と 呼ばれる 。 研究室は ゼ ミ ナ ー ノレ又は イ ン ス テ イ ト ク

ー ト と 呼ばれ， 我が国 の一流大学の研究室 と 同 じ よ う な性
絡を持っ て い る が， 研究室の独立性が強 く 小型 の研究所の
如 き性格を示 し て い る 。 教授団につ い て 言え ば一つ の学問
体 系 （講座〉 に対 し教授一人 と い う 原則 で ， 制度上 こ れを
正教授 と い う 。 と の講座を分担す る 教授は 員外教授 と 呼ば
れ る が， と れは 日 本 の大学の いわゆる 助教授 と は やや異っ
て い る 。 正教授は そ の研究室の デ イ レ ク ト ノレ即ち ， 主任教
授 と し て の特別の地位を与え ら れ る 。 ド イ ツ の大学では 学
部長や学長 よ り も 講座担当文は研究室の主任教授た る こ と
が学者 と し て の最高 の地位 であ る 。 員外教授が特殊な狭い
学問分野の権威 で あ る のに対 し ， 正教授は 専門 の特殊研究
は も ち ろ ん ， 専門 の 周辺に， わたって も 広い学殖 と識見を
兼ね備 え た 「11 の広い人であ る と と が要請さ れ る 。 他に講座

修学す る と ド ク ト ノレ論文を提出 す る 資格が生ず る 。 こ の よ

う な学生は カ シ デ イ ダ ト （ ド ク ト ノレ候補学生〉 と 呼ばれる

が， ド ク ト ノレ と な る には や は り 数年 は かか る 。 学期 （ゼ メ

ス タ〉 は 夏学期 （ 5 月 ～ 7 月 〉 ， 冬学期 （ 1 1 月 ～ 2 月 〉 の

二学期 で 8 ,9 . 1 0 と 3 , 4 の 各月 は休暇で， 他にク リ ス マ ス休

暇が一週間が あ る 。 各大学は それぞれよ く 整備 さ れた図書
館を有 し ， 貸 出 し に重点がおかれ， ま た他の大学の図書館

か ら 必要の図書 を送附さ せ て 読 む こ と がで きる の は便利で

あ る 。 大学は州立だか ら そ の図書館 も 一般人に公開 さ れて

い る 点が 日 本 と 違う 。 カ ー ド は よ く 整備 さ れ， 館員は親切
で知識が広い点では我が国 の 比 で は な い 。 学生の厚生施設

も よ く 発達 し ， ハ シ プ ノレ グ大学では学生の 自 治f占L織に よ っ

て学生会館が運営 さ れ， そ の 中にメ ン グ （学生食堂） ， I喫茶
室， レ ス ト ラ シ ， グ シ ス ・ 音来パ ー ， 新聞雑誌：室， 書店，
集会室な どがあ り ， さ ら には 内職斡旋， 貸間紹介， 医療が
行われ る 。 学生会館 の手によ り そ の他諸種 の娯楽的催物 も
行われ， ま た外国学生部があ る な ど も ヨ ー ロ ツ パ な ら で は

の感がす る 。 自 由 ペ ノレ D ン大学で も ， 学生会館は よ く 整備

さ れ， ド イ ツ の大学が学生の厚生施設に努力 し て い る 様子

が よ く 理解で き た 。 日 本 と は違い学生服な ど な く 普通の服

で あ り ， ス ポ ー ツ と し て は プ ッ ト ボ ー ノレ ， ヨ ッ ト ， カ ヌ ー

な ど盛 んで野球は ド イ ツには な い 。 最後に附言す る が第二

次大戦後 も ド イ ツ は ア メ リ カ の 6 , 3 制 を受け入れず伝統

的 な学制 を 回持 し た 。 即 ち義務教 育 と し て 9 年生の フ オ ノレ
ク ス ジ ュ ー レ があ り ， こ と の 4 年修了者は 8 ～ 9 年；1；リ の ギ

ム ナ ジ ヲ ム （；萄校〉 へ進む。 ギ ム ナ ク ジ ム には 文科系 と ；l珪
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科 系 の 二種類があ り ， こ こ の修了者は ア ピ ト ノレ と 称せ られ

大学入学の資格を持つ 。 他に商業 ・ 工業の高校 も あ る 。 少

く と も 大学に入る 者は学聞 を や る と い う 立場 に立っ て い る

が ， ド イ ツ の大学は大た い 日 本の 旧制大学に近い 。 大学に
は一般教養課程な ど は も ち ろ ん な い 。 教育学部は な い が別

の教育研究所で教員志望者は 白 木な ど よ り さ ら に徹底 し た

職業教育を う け て い る 。

経済学部友ぴ附属 図書館の枝舎竣工
富山大学経済学部及び附属図書館 の第一期工事であ る 鉄

筋 コ シ ク リ ー ト 四階建の校舎は 昭 和30年 12月 に完成 し ， 引
き続 き第二期工事であ る 木造二階建の校舎が昭和32年 3 月
に完成 し た 。

本工事は全国稀な所在県 の資金 の み に よ る も の で ， 内部
設備費 も 含 め て の総経費 1 億 4千5百万 円 で あ る 。 新校舎の
落成式は 4 月 4 日 寄付者富山 県主催 の も と に新校舎に おい
て地方の名士多数を招待 し盛大に挙行 さ れた 。

こ れ と は 別 に富山大学 と し て は 5 月 25 日 経済学部が午前
9 時30分 よ り 教職員， 学生合同の学部完成祝 賀会を ， ま た

大学本部主催 の経済学部並びに附属図書館完成祝賀会が午
前 1 1 時 よ り ， 更 に午後 3 時 よ り 経済学部同窓会主催 の祝賀
会が夫 々 新校 舎 に おい て 開催 さ れた 。 か く て 昭和29年 よ り
3 ヶ 年計画にて施工さ れた 白璽の殿堂が大学集中地域 で あ
る 五福に富山大学の代表的な建物 と し て そ の偉容を誇 る こ
と と なっ た の であ る 。

な お授業は 4 月 1 1 Eヨ の新学期 よ り 新校舎で開始 さ れて お
る 。

校舎の規模構造の概要は下記の通 り 。

研究 室及図書館… ・ 鉄筋 ゴ ン ク リ ー ト 建
四階 90 1 坪540

書 庫… ・ ・ ・鉄筋 コ ン ク リ ー ト 建

図書館 （閲覧室そ の他〉 木造二階建

講義室・ － － － － － 木造平屋建
演 習 室・ ・ ・ ・ ・ ・木造二階建
渡廊下・ ・ ・ ・ ・ ・ 木造平屋建

A 引 木 造ιコ ＇＂ ＇
鉄筋コ シ ク リ ー ト

六階 2 10坪354

289坪674

307tf31 6  

2 1 5坪622

26.b-Y 1 3 1  

838.l:l748 
1 1 1 1 坪894

報 昭 和 3 2 年 9 月 1 日

（図書館正面）

主 要 日 誌
3 .  8 事務協議会
3 .  1 5  第 7 回 の評議会
3 . 1 9 富山大学設置期成同盟会か ら 付・属図書館淀びに

経済学部校 舎 の 寄付を受 け ， 月 末 ま でに そ れぞ
れ移転を完了

3 . 20 第五回卒業式並び に第五回修了式挙行
3 .23- 24 昭和32年度入学者選抜試験実施
3 . 25 事務協議会
3 . 30 第 8 回評議会
3 . 3 1  昭和32年度入学者選抜試験合格者発表
4 . 1 0  昭和32年度入学式挙行
4 . 1 1 - 12 入学生身体検査実施
4. 1 3  補導協議会
4 .24 次期教育学部長候補者選挙執行
4 . 27 事務協議会
5. 7 補導協議会

奨学生選考委員会
5 .  9 持廻 り 評議会
5 . 1 3  学部長会議
5 . 1 4 - 30 定期 レ シ ト グ シ 間 接撮影実施
5. 1 5  富山大学学生 自 治会連合主催第 3 回大学祭開幕

6月9 日 ま で に豆 り 多彩な行事が行なわれた
5 . 1 6 事務協議会

富 山大学科学教育研究室入室挙行
5 . 2 1  認定講習委員会
5. 24 補導協議会

奨学生選考委員会
5 . 25 経済学部独立移転並びに付属図書館移転祝賀会

挙行
5 . 30 第 1 回評議会
5 . 3 1 事務協議会
6 .  3 // 
6 • 7 II 
6 .  10  学部長会議
6. 1 5  補導協議会

授業料減免選考a委員会
6 . 2 1  第 2 回評議会
6 . 26～29 文部省会計実施監査
7 .  6 ～2 1  第 9 回北陸三大学綜合体育大会開催

（主管富山大学）
7 .  9 職業補導担当者会
7 . 10 8 月 20 日 ま で立 山 研究 室開設
7 . 1 1  持廻 り 評 議会
7 . 17 次期文理学部長候補者選挙執行
7 . 18 事務協議会
7. 1 9  職業補導担当者会
7 . 20 補導協議会

奨学生選考委員会
7 . 23 次期薬学部長候補者選挙執行
7 . 25 文部省委嘱 昭和32年度学校図書館 司書教諭講習

会開講式挙行
7 . 27 第 3 回評議会
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